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九州電力株式会社 

 

 

2020 年度 川内原子力防災訓練（2/18）における課題対応等について 

 

１．はじめに 

2021 年 2 月 18 日に実施した川内原子力防災訓練時において、振り返り等で抽出

された意見を踏まえ、以下の改善事項を抽出した。 

抽出された課題に対し、それぞれ区分を設定し、改善に向けた取組みを検討する。 

 

【抽出された内容】 

No 抽出された課題 等 区分 改善事項 等 

1 

ＥＲＣへの説明において、プラント

状況の全体像を把握しやすくするた

めに正確性、即応性の観点で更なる

向上を図る必要がある。 

情報共有 ■情報共有フロー等の見直し 

－ その他主な改善内容 その他 ■設備状況・戦略シートの見直し 

 
 

抽出された課題等に対する更なる改善事項について、来年度の社内訓練に向け、

今後習熟訓練等を実施し、対応者の対応能力向上を図る。 
 

 

２．検討内容 

No1：情報共有フロー等の見直し  

（課題） 

・ＥＲＣへの説明において、プラント状況の全体像を把握しやすくするために正

確性、即応性の観点で更なる向上を図る必要がある。 

（原因・要因） 

・即応センターにおいて、発電所からの情報を入手する要員からＥＲＣ対応ブー

スの発話者までの情報伝達の中で、要員の配置や情報の受け渡し方法が原因で、

ＥＲＣに対し、説明が必要なタイミングで十分な情報を入手できていなかった。 

 （対策） 

・発話者がＥＲＣに説明が必要なタイミングで十分な情報を入手できるように、

即応センターの要員の配置場所、情報の入手方法、レイアウト等の見直しを行

う。 

→発話者がＥＲＣに説明が必要なタイミングで十分な情報を入手することに

より、ＥＲＣへのプラント状況の全体像をとらえた説明に寄与できる。 
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区分：「その他」に関する主な改善内容等 

 

No 改善内容 等 対策 等 備 考 

① 

設備状況・戦略シートの見直し 

・ＣＯＰを適切なタイミングで

適切な内容を含むものとし

て作成できていない可能性

がある。 

・ＣＯＰを意図通り活用できて

いない可能性がある。 

・全体戦略欄が狭い。 

■プラント状況に見合った内容で設備状

況・戦略シートを用いて、ＥＲＣに説明

できるように設備状況・戦略シートを見

直すことを検討する。 

社内振返り

NRA 助言 

 

以 上 


